
■背景と目的

研究・開発機関 　：ダイキン工業株式会社 テクノロジー・イノベーションセンター
利用施設　　　 　：自社設備
計算規模　　　 　：10～ 40並列
利用ソフトウェア ：市販CFDソフト
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●設計手法がすでに確立されている発電機
/モータ等の開発と連携して水車を開発し
ていくためには、水車の流体設計にかかる
開発期間の短縮が急務でした。
●低コスト化のためには、比較的安価な水
車ランナ(羽根車)の交換のみで幅広い水
車運転領域をカバーする必要があり、そ
のためには水車の特性を適切に把握する
必要がありました。

○流体解析により水車特性の正確な把握が可
能となり、水車の開発期間が短縮できました。

○１種類のケーシングに対して４種類の水車ラ
ンナを開発し広範囲の運転エリアに対応で
き、製品の高効率・低コスト化が図れました。
○直接計測が困難なランナ荷重を解析によっ
てより精度よく把握することで、適正な軸受
設計が可能になりました。

（公財）計算科学振興財団

水車特性の予測：解析条件と精度検証

広い運転エリアの確保

軸受荷重の推定

■利用成果

マイクロ水力発電システム開発
のための流体解析技術
―ポンプ逆転水車への適用―

図1　マイクロ水力発電システム
(22kWクラス）

図 2　水車特性（試験値と解析値）

図３　運転エリア

図４　ランナ表面の圧力場 図 5　ラジアル荷重計算（解析）


